
（１）

（１）

杭頭処理

ハンチを付けた場合　（ａ≧３）

布基礎杭 独立基礎杭

イ ロ

イ

ロ

ハ

イ ロ ロ

ハ

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

Ｌ
３

ｏ
ｒ

≧
１

５
ｄ

Ｌ
２

４
０

７
０

１

１

ａ

２

Ｌ

Ｌ２

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ以下

以上
Ｌ１

ベース筋

配力筋（交差部まで延ばす）

交差部ベース筋

第１ベース筋

（直交布基礎の縁に配置する）

十型交差部 Ｔ型交差部

ベース筋の間隔は原則として２００㎜以下とし
配力筋の間隔は３００㎜程度とする

Ｐ以下

布基礎交差部の配筋（平面）

８．（３）の上、下筋

ｅ．単純梁の下端筋

ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所

ａ．壁長が１ｍ以下の壁横筋の末端　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋

ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

はり

印の鉄筋の重ね継手の

末端にはフックが必要

ａ．異形鉄筋では呼び名に用いた数値の１．５ｄ以上

ｂ．粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５㎜以上

異形鉄筋

ｄｏ ｄｏあき

間隔

重ね継手 （下図のいずれかとする）

１Ｌ １Ｌ

１．５　　　以上 約０．５１Ｌａ≧４００

ｄ

１．１ｄ以上

圧接面 圧接面 圧接面

１．４ｄ以上 ｄ／５以下

ｄ／４以下

ｄ

３㎜以下

θ

θ＞８０゜

１Ｌ

３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

１．末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない

２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

一般 ２
下端筋鉄筋の種類

小梁 スラブ

クリートの設計

普通、軽量コン

基準強度の範囲

定着の長さ

３

特別の定着及び

重ね継手の長さ

１

２１　２２．５　２４ ２５ｄ　または

図 鉄筋の使用箇
所による呼称

鉄筋の折り曲げ
内のり寸法（Ｒ）

鉄筋の種類 鉄筋の径による区分

１８０゜ １３５゜

鉄筋の余長 ４ｄ以上

９０゜
の末端部またはスラブと同時に

キャップタイにのみ用いる。

図

折まげ角度９０゜はスラブ筋・壁筋

ｄ

Ｒ ＲＲ

余長 余
長

ｄ

余
長

キャップタイ

８
ｄ

以
上

打ち込むＴ形およびＬ形梁の

＊片持スラブ上端筋の先端

折曲げ角度

ｄ

ｄ

鉄筋は、ＳＤ２９５Ａ、ＳＤ２９５Ｂ、ＳＤ３４５を使用する

折曲げ内法寸法Ｒは、Ｄ１６以下は、３ｄ以上、Ｄ１９以上は４ｄ以上

所定より低く止まった場合

Ｄ１０－＠１５０

３００φ、３５０φ

６－Ｄ１３

４００φ ４５０φ ５００φ ６００φ

８－Ｄ１３ １０－Ｄ１３ ８－Ｄ１６ １０－Ｄ１６

所定の位置に止まった場合

杭径

補強筋

ＨＯＯＰ

φ

φ

１
．

５
φ

１
５

０

１５０
コンクリート止め板

コンクリート止め板

ＨＯＯＰ＠１５０

基礎下端

補強筋

基礎下端

ＨＯＯＰ＠１５０

Ｌ
２ ３－Ｄ１６

４５゜

Ｌ
２

５
０

φ

但し　≦φの場合　（下げ止まりの影響をあらかじめ
設計上考慮されている場合に限る）

　　　＞φの場合は工事監理者の指示による

斫り部分

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

８
０

０
～

１
０

０
０

杭
主

筋
４

０
ｄ

杭間隔は２×φかつφ＋１０００以上

フラットバー＠３，０００
（各４ヶ所）

主筋のかぶりは
１００以上とする

φ
スペーサー

１
０

０
以

上 ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接

へりあき２００以上

１０ｄ又は重ね継手４０ｄ

φ
１００

重
ね

継
手

４
５

ｄ

（Ｄ１３以上）

ＧＬ

基礎梁主筋

幅止め筋Ｄ１０

フーチング

床スラブ

壁縦筋

フーチング主筋
不可
折り曲げ

曲げ

打継ぎ面

補強筋

壁開口

敷込み砂利（割栗）
１５０以上 １５０以上

Ｌ
２

捨コンクリート

Ｐ Ｐ

下端主筋
基礎梁

布基礎２回打ち（フーチングと立上りを分ける）場合

Ｐ：ベース筋の設計間隔

ベース筋を配置する。また、特殊な場合にははかま筋を配置する
原則として基礎梁下端主筋・ベース筋・配力筋布および交差部

打継ぎ面

Ｐ

Ｌ
２

以上

以上Ｌ

ＬＬ型交差部

を読み替える

１

１

２．１　の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

３．２　の鉄筋はＤ１３以上

４．埋戻し土のある場合は４０を７０とする

　　参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる

１．耐圧版鉄筋の継手位置は８－（１）床スラブを

Ｌ２

Ｌ

Ｌ
２

Ｌ
２

１

３００

Ｈ

＊ ＊ ＊

＊
＊

２－Ｄ１６以上

４５゜～６０゜

＊

３
－

Ｄ
１

３

Ｌ１

梁
幅

＊印筋はＤ１０－＠２００とする

Ｈ≦５００　＊印筋は不要とする

５００＜Ｈ≦１０００１Ｗ　の三角壁厚さは、２００以上又は

地中梁幅とし、

配筋は同厚の壁リストにならう

Ｗ１

Ｌ
Ｌ

１
２

立上り筋

曲げ補強筋

横
筋

ピ
ッ

チ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

１８０未満１８０以上

片側スラブ

壁単配筋

両側スラブ 複配筋 両側スラブ

Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２

壁　縦　筋

耐力壁と床・屋根スラブ

壁単配筋

１

壁梁主筋または屋根スラブ交差部補強筋

壁開口

Ｐ／２

Ｌ

横筋３段ごと

Ｄ１３以上

横
筋

ピ
ッ

チ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ Ｌ

２ ２

Ｄ１３以上

壁横筋

鉄筋端の１８０゜
フックを直交筋に
かけ掛け

鉄筋を９０゜に
水平（鉛直）に曲げ
直交筋外側に
回し配筋

床スラブ

屋根スラブ

幅止筋Ｄ１０

壁横筋

Ｐ／２

２Ｌ
２ Ｌ２

下階壁複配筋 両側スラブ
片側スラブとも

上階壁単配筋

ｅ／Ｄ＞１／６

施工がしやすい
延ばすと

耐力壁の長さ

上階耐力壁補強筋

下階
耐力壁補強筋

壁梁縦筋

壁梁主筋
（通し筋とする）

絞る

ｅ ｅ

ＤＤ Ｄ

Ｌ

Ｌ
１

Ｌ

Ｌ

Ｌ
１

Ｌ

２

２

２

壁梁主筋

ｅ／Ｄ≦１／６

１

〃
〃
２００以下

Ｐ以下

Ｐ以下

Ｐ

Ｐ

２００以下

かぶり厚さ２
０

ｄ
以

上

２
０

ｄ
以

上

２０ｄ（片側）

３～４φ以上

杭頭部補強配筋範囲

ＰはＳＴＲＰ間隔

かぶり厚さ

φ

ガス圧接形状

圧接継手

（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）

８ｄ以上（＊４ｄ以上）６ｄ以上（＊４ｄ以上）

１５ｄ　フック
　１０ｄ　かつ
１５０㎜　以上

コンクリートは普通Ｆｃ＝１８Ｎ／㎜２　以上２４Ｎ／㎜２　以下、軽量Ｆｃ＝１８Ｎ／㎜２　以上２２．５Ｎ／㎜２　以下

３ｄ以上

４ｄ以上

６ｄ以上

帯筋

スパイラル筋

あばら筋Ｒ

ｄ

ｄ

Ｒ
上記以外の鉄筋

Ｄ１６以下

Ｄ１６以下

Ｄ１９～Ｄ２５

Ｄ１９～Ｄ２５

（Ｎ／㎜２　）

ＳＤ３４５　 １８ 　　　つき

３５ｄ　または　　
２５ｄ　フックつき
４０ｄ　または　　
３０ｄ　フックつき

３０ｄ　フックつき
４０ｄ　または　　

３５ｄ　フックつき

４５ｄ　または　　

（Ｌ　）

（Ｌ　）
（Ｌ　）

ｄ：異形棒鋼の呼び名に用いた数値

＠：間隔 ｒ：半径 ：中心線 ｏ：部材間の内法距離

Ｄ：部材の成 Ｒ：直径

ｈｏ：部材間の内法高さ

φ：直径Ｓ．ＨＯＯＰ：補強帯筋ＨＯＯＰ：帯筋ＳＴ：あばら筋

ＳＤ２９５、ＳＤ３４５

ＳＤ２９５、ＳＤ３４５

ＳＤ２９５

〔注〕

（１）

（１）

（２）
屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ　・非耐力壁

耐力壁・壁梁・小梁・片持梁

基礎（捨コンクリ－ト部分を除く）

土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎立ち上がり部分
地中梁

（１）耐久性上有効な仕上げのない場合、屋内・屋外にかかわらず１０ｍｍ増しとする。

鹿児島市建設局建築部建築課

福平小学校プール新築その他本体工事
(株 )ア ー キ ・ プ ラ ン

一級建築士　第　84458　号

古 川　稔
S-01

NO.SCALE
壁式鉄筋コンクリート構造
配筋標準図（１）

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）
※修正箇所は下線を引くこと

がりょう 基　　　礎

壁　　　梁

小　　　梁 基　礎　梁

布　基　礎

塀非 耐 力 壁

Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ２５Ｄ２２Ｄ２２

構造種別

壁式鉄筋
コンクリート造

部位

縦筋

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

縦補強筋４－Ｄ１３以上

耐　力　壁

縦補強筋１－Ｄ１３以上

ス　ラ　ブ

横筋

耐力壁

曲げ補強筋
Ｄ１３以上

Ｐ Ｐ

Ｌ２

Ｐ Ｐ

Ｌ２

横筋（通し筋）

Ｐ
／
２

縦筋Ｄ１０以上

横筋Ｄ１０以上

第１縦筋

曲げ補強筋

Ｄ１３以上

Ｐ

Ｐ
Ｐ

幅止メ筋Ｄ１０　３本ごと

横筋Ｄ１０以上

縦補強筋

Ｄ１３以上

横
筋

と
同

径
同

間
隔

Ｌ
２

複配筋の場合単配筋の場合

ｃ　┼形交差部の縦・横筋などの配置

単配筋の場合 複配筋の場合

縦筋Ｄ１０以上

中心を越えてから

曲げる

Ｌ１

Ｌ２

Ｌ
１

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
１

Ｌ２

定着長さＬ２

複配筋の場合

Ｌ２

曲げ補強筋

Ｌ
１

通し筋

Ｌ
２ Ｐ

Ｐ
／

２

Ｐ／２ Ｐ Ｐ

ｂ　Ｔ形交差部の縦・横筋の配置

ａ　Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置

単配筋の場合

単配筋の場合 複配筋の場合

第１縦筋

１５ｄかつ１５０

Ｐ Ｐ／２
調整区間Ｐ以下

Ｐ／２ Ｐ

１
８

０
以

上

縦筋第１縦筋曲げ補強筋
２－Ｄ１３以上

Ｐ／２ Ｐ Ｐ

縦筋Ｄ１０以上第１縦筋Ｄ１０以上

横筋Ｄ１０以上

１
２

０
以

上

曲げ補強筋
Ｄ１３以上

Ｐ ＰＰ／２

注）壁長２０００以下の横筋はＨＯＯＰ状に加工すること。

１
５

０
以

上

第１縦筋 端部曲げ補強筋２本の場合

端部曲げ補強筋１本の場合

６．使用可能な鉄筋の最大径（標準）

（４）耐力壁が交叉する場合（平面）

（３）耐力壁の縦・横筋の配置（２）杭基礎

（３）べた基礎

（４）基礎接合部の補強

（１）縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着

５．耐力壁

（２）上・下階耐力壁の各種配置

（１）布基礎

４．基　礎

（２）現場打ちコンクリート杭

（１）ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

３．杭１．一般事項

（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）記号

２．鉄筋加工、かぶり

（１）鉄筋末端部の折曲げ形状

（２）鉄筋中間部の折曲げ形状　鉄筋の折曲げ角度９０゜以下

（３）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

　継　　手

（４）かぶり厚さ

（５）鉄筋のあき

（６）鉄筋のフック

構造部分

３０

４０

５０

７０ ６０

４０

３０

２０

　　　又、軽量コンクリ－トの場合は、１０ｍｍ増しの値とする。
（２）片持ちスラブ先端は、最小かぶり３０ｍｍとする。（８－（１）のａ参照）

設計かぶり厚さ(㎜) 最小かぶり厚さ(㎜)



（１）ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造

全断

下部防水立上りのある場合

控壁のある塀例

一般の場合

全断

片持ち階段

立面配筋図 断面配筋図

控壁のない塀例

パラペット

手摺

ａ ｂ ｃ ｂ ｃ

ａ

立面配筋図 一般部断面配筋図 控壁部断面配筋図

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

Ｒ階

一般階

基礎

壁長の小さい場合 無開口の場合壁長の大きい場合

最上階

※

φ

出隅部分壁と壁（平面図）

（７）釜場

（８）打継ぎ補強

※修正箇所は下線を引くこと

Ｌ＝本構造配筋標準図（１）の２－（３）　による。

Ｐ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃Ｌ

２段筋

２段筋
腹筋

幅止め筋Ｄ１０＠１，０００以下 調整間隔Ｐ以下

幅が１８㎝以上は閉鎖型とする

Ｌ

Ｌ

１

１

１

せん断補強を要する範囲

Ｌ

Ｄ

Ｌ壁梁長さ

Ｄ以下

１ １

Ｌ２Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ
２

１－Ｄ１３以上
　＝１２００

水平補強筋

　＝１２００

水平補強筋
１－Ｄ１３以上
　＝１２００

水平補強筋

Ｌ
２

Ｌ２

１－Ｄ１３以上

壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする。

スラブ

２－Ｄ１３
（上下各１本） （上下各１本）
はり壁に定着

斜めの補強筋
２－Ｄ１３　　Ｌ＝１，１００ｍｍ
（上端筋の下へ配筋する）

（平面）

２－Ｄ１３

Ｄ１３以上

Ｄ１３受筋
床板厚

Ｄ１０

Ｄ１３以上

Ｄ１３

３／４ｔ以上

１／２ｔ以上

Ｄ１０

５０１，２００以下

４
ｄ

ｔ

Ｌ
２

２
５

ｄ

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０＠２００ダブル

Ｄ１０＠１５０ダブル
１５０以上１２０以上

１
０

０
以

下 １
０

０
以

下

Ｈ

Ｈ

Ｌ

Ｌ
２

Ｌ
２

（但し、Ｈ＞８００以上の場合、
　設計図による）

Ｄ１３

Ｌ２

Ｄ
１

０
＠

１
５

０

２

Ｄ１０＠１５０ダブル

Ｌ
１

（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０＠４００

ｔ

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ

ｈ

Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２

ｔ

Ｄ１３溶接

溶接

Ｌ＝１００

Ｌ＝１００

横筋Ｄ１０＠６００

Ｄ１３

Ｄ１３Ｌ
２

Ｄ１０＠４００

横筋Ｄ１０＠６００

注）ｈｏ≦２５ｔかつ３５００以下とする。但し直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く

Ｌ２Ｌ２Ｌ２ Ｌ２ Ｄ１０＠４００

ａ

ｂ

径で　　＝１，５００とし、上端筋の下に配筋する

※の箇所（入隅）は各階補強する

補強筋は各３－Ｄ１３又はスラブ主筋の同一

１５ｄ

肩筋Ｄ１３以上

１０ｄかつ１５０以上

１５ｄ

Ｄ１３

Ａ

ｘ
／
４

ｘ
／
４

ｙ

Ｃ

ｘ

ｘ／４

Ｃ

ＢＡ

ｘ／４

ＡＣ

ＡＣ

上端筋

下端筋

短辺方向

長辺方向

短辺・長辺方向

Ｂ

Ｂ

Ａ　Ｃ

（壁配筋とは別に

配筋する）

補強筋Ｄ１３以上

片持スラブ

３０

Ｌ
２

２

Ｌ２

縦筋

曲げ補強筋Ｄ１３以上

Ｌ
２

標準継手位置

継手位置は原則として下表による。

他端にスラブがある場合 他端にスラブがない場合

１
０
ｄ
以
上

Ｌ

Ｌ ２

Ｌ
１

２－Ｄ１３以上
２－Ｄ１３以上

水平定着
水平定着

ｅ

Ｌ１

ｅ≦Ｄ／６

Ｌ

水平定着

１

Ｌ

１５０以上

水平定着

Ｌ１

１

Ｌ

水平定着水平定着

１

１５０以上 １５０以上 １５０以上１５０以上

Ｌ
１

Ｌ
１１－Ｄ１３以上　　＝１２００ １－Ｄ１３以上　　＝１２００

水平補強筋
１－Ｄ１３以上　　＝１２００

水平補強筋

水平定着

水平補強筋

（内壁）
１－Ｄ１３以上
床受筋　（外壁）

（内壁）
１－Ｄ１３以上
床受筋　（外壁）

Ｌ１

Ｌ
１

（注）圧接継手を用いる場合、継手間隔は４００ｍｍ以上とする。

正　面平　面

正
　

面

ｏ／３

ｏ

ｏ／３
外端 内端（連続端）

ｏ／３

＊

＊

＊

０．２５

０．３

ｏ／４

０．１５

２５０

２５０２５０

２
５
０
以
上

あばら筋かけ始め

Ｌ

Ｌ
２

Ｌ
３

１
２／３Ｂ以上

定着
継手位置

＊一ヶ所で同時に多数の

鉄筋を切らないこと

（上端筋継手位置）

（下端筋継手位置）

０．１

Ｂ
壁梁幅

補強あばら筋は、小梁主筋側

に必ず入れること。

θ＝４５゜

Ｌ
複配筋 単配筋

逆梁

２

６
ｄ

８
ｄ

６
ｄ

４
ｄ

あばら筋

単配筋複配筋

補強筋Ｄ１３以上

壁梁鉛直断面

おさまりＡ おさまりＢ壁シングル配筋

曲げ補強筋 曲げ補強筋

壁ダブル配筋

スラブ

Ｌ３

（イ）　原則として　　　のフック先曲とする。

（単位ｍｍ）お
さ
ま
り

は
り
主
筋

は
り
主
筋

Ｄ１６

曲げ補強筋

Ｄ１６

曲げ補強筋

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１６

Ｄ１９

１８０ １８０

１８０ １９０

１９０ ２００

Ｄ１３

Ｄ１６

Ｄ１９

Ｂ

１９５ ２００

１９５ ２１０

２０５ ２２０

Ｄ１３

（注）かぶり厚さ４０ｍｍの場合

お
さ
ま
り

Ａ

梁幅の最小寸法（構造体寸法）

Ｄ１３

Ｄ
Ｄ

３００ ５０ 無筋部分Ｄ１０－＠２００　長さ８００以上

（ダメ穴打断面について）

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

Ｄ１３－＠２００ダブル

２５０

２
０
０

Ｄ１０－＠１５０

１２００×６００以下

Ｌ
１

Ｌ１

６００

Ｄ１０－＠２００

折曲　Ｄ１０－＠２００

Ｄ
以
下

Ｄ

Ｌ １
２Ｄ

Ｌ１

Ｄ１３ Ｈ
Ｄ
≦
Ｈ
≦
２
Ｄ

Ｄ１６

Ｄ１０－＠１５０

Ｌ１

２Ｄ

Ｌ１

Ｄ

上

下

１００＜φ≦１５０

上

下

１５０＜φ≦２５０８０≦φ≦１００

折　筋　２－（２－Ｄ１３）

縦　筋　ＳＴ　２－Ｄ１３　＠１００

折　筋　２－（２－Ｄ１３）

縦　筋　ＳＴ　２－Ｄ１３　＠５０

横　筋　２－（２－Ｄ１３）

　縦筋　ＳＴ　２－Ｄ１３　＠５０

折　筋　４－（２－Ｄ１３）

縦　筋　ＳＴ　２－Ｄ１３　＠５０

横　筋　２－（２－Ｄ１３）

　縦筋　ＳＴ　２－Ｄ１３　＠５０

設置可能範囲 梁端部（スパン　　　　／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける

但しφ≦Ｄ／３とする

□リング型　　□パイプ型　　□金網型　　□プレート型

φ φ

※部分について計算で

　確認された場合は右

　記の位置、寸法によ

　らなくて良い。

定着長さのとり方

孔補強の有効範囲と

２φ ２φ

※

φ

２
５
０
以
上

２
５
０
以
上

※

４５゜

Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｄ φ１

（φ１＋φ２）×３／２以上

φ２

場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。

貫通孔が連続して間隔等が取れない

（スターラップ補強範囲）

高さ１．２ｍ以下
縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。

Ｄ１０ 基本ブロック

Ｄ１０

Ｄ１０

Ｄ１３

４００ ４００

Ｄ１０

Ｄ１３

横筋用ブロック

４００１５０

空洞ブロック３９０×３９０×１２０

道路

Ｄ１０

Ｄ１０

ＧＬ

４
０
０

１
８
０

１
，
０
０
０

１
０
０

１
，
４
０
０

１２０

５
０

３
０
０

高
さ
１
，
２
０
０
以
下

１５０

高さ２．２ｍ以下

３９０×３９０×１２０
空洞ブロック

壁厚１５㎝以上（高さ２ｍ以下は１２㎝以上）

ＧＬＧＬ

Ｄ１０
Ｄ１０

Ｄ１３

Ｄ１３

控壁用型枠
ブロック

壁の高さの
１／５以上の控壁

４００４００１５０ １５０

１５０

１２０

１
０
０

１
，
４
０
０

１
，
４
０
０

１
，
８
０
０

１
，
８
０
０

３
０
０

３
０
０

４
０
０

４
０
０

１
０
０

２
５
ｄ

高
さ
２
，
２
０
０
以
下

控壁間隔３．４ｍ以下

５
０

５
０

Ｄ１０

Ｄ１０

Ｄ１０

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

横筋用ブロック

４００ ４００

道路

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠２００

ｏ

設計配筋間隔の１／２ピッチ　長さ２×Ｌ１以上

１／２

１
／
２

Ｌ

Ｌ

Ｌ Ｌ

３

３ １

１

出
隅

部
分

の
補

強
筋

Ｌ
３

は
下

端
筋

の
定

着

２ ２

１ １

１／２

１
／
２

（出隅部分補強配筋） （出隅受け部配筋）

注　≧　とする２１

出隅部分の補強筋
注　≧　とする２１

出隅受け部

出隅部
一般床版配力筋

注）　出隅部の補強筋は、計算により算出する。

Ｄ１３

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１３

各１－Ｄ１３

各１－Ｄ１３１５０＜Ｄ≦２００

　　　　Ｄ≦１５０
　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口

　　によって切断される鉄筋と同じ鉄

　　筋を開口をさけて補強する。

注）設備の小開口が連続してあく場合

周囲補強筋

斜め補強筋

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ
１ Ｄ１３

Ｌ
１

２

孔と孔のへりあき１００以上

斜　め周　囲床板厚さＤ

Ｌ１

Ｄ１３

Ｌ
１

（開口の径５００程度の場合）

ｏ

ｏ ｏ

ｏ

あばら筋かけ始め

かさ木ブロック

福平小学校プール新築その他本体工事
(株 )ア ー キ ・ プ ラ ン

壁式鉄筋コンクリート構造
NO.SCALE

一級建築士　第　84458　号

古 川　稔 鹿児島市建設局建築部建築課
S-02

配筋標準図（２）

ａ．塀の高さ（地盤面に高低差のある場合は低い方による）は２．２ｍ以下。

１２．コンクリートブロック塀

（１）既製品

（２）鉄筋標準配筋

１１．梁貫通孔補強

ｂ．塀の厚さは、塀の高さ２ｍ以下の場合は１２㎝以上、２ｍを超える場合は１５㎝以上。

ｃ．地盤が液状化の恐れのある砂質土及び軟弱土の場合は、別途検討する。

ｄ．鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。

注）ｈはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、２００≦ｈ≦４００

注）鉄筋挿入部はモルタルを充填すること

（２）コンクリートブロック帳壁

（１）手摺、パラペット

１０．その他

９．階段

ａ　軽作業の土間

ｂ　間仕切壁との交叉部

（６）土間コンクリート

（５）床板段差

（４）あばら筋の型

（５）壁梁と壁のおさまり

ｂ片側床版付（Ｌ型）梁で　　　、

ｃ両側床版付（Ｔ型）梁で　　　とすることができる。

ａ（ロ）　フックの位置は　　　にあっては交互、

ｂ　　　にあってはスラブ側とする。

８．床板

ａ　片持床スラブ

ｂ　一般床スラブ（１）定着および継手

（２）屋根スラブの補強

（３）片持スラブ出隅部補強

Ｄ
１

３
、

下
端

筋
は

Ｄ
１

０
を

設
け

る
）

（
つ

な
ぎ

部
の

中
間

に
上

端
筋

は ※出隅受け部補強筋は、
それぞれの方向に出隅
補強筋として出隅部の
同本数をハッチ部分に
配置する。

（４）床板開口部の補強

ｂ　小梁の定着・継手位置及びトップ筋長さ

ａ　壁梁

（３）定着

（２）壁梁の範囲

（１）壁梁の標準配筋図

７．壁梁、小梁
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（2018年版　財団法人　日本建築センター　以下指針という）による。

・一軸圧縮強度の変動係数Vd＝25％　・改良体径φ600～1800（100㎜ピッチ）　・最大改良長ｌ=25ｍ

（1） 本工法は「建築技術性能認証委員会」にて証明された技術性能証明取得工法（GBRC 性能証明 第18-01号改1）とする。

※本工法の標準的なセメント水比は60～100％である。

5　施工機器

設計基準強度は　FC＝　　　　　　　　KN/㎡とする。

検液1リットルにつき0.05ｍｇ以下であること。

　本工事は、施工前に六価クロム溶出試験を行い、その結果が満足することを確認する。

9　六価クロム溶出試験
1.5941.6511.7191.8151.9182.163割増係数

9～7～84～6321採取箇所数　N

割増係数 αt は合格率を 80％ した下表による。（変動係数：25％）

ｃX　 ＝α　×F　f ｔ

（3） 配合強度 Xf は、設計基準強度 FC と変動係数及び採取箇所数により割増係数 αt を用いて、次式による。
V  　： 変動係数（25％）

① 各々の設計対象土層での採取箇所数をN(1箇所当り3個の供試体)とし、一軸圧縮試験より採取箇所毎の平均強度を求める。

※深度方向管理試験は、設計対象層毎に採取したコアを用いる。

50 コラムに 1 箇所以上、

かつ、1 検査対象群に、

 1 箇所以上

先端部コア

現場室内強度比αf1は砂質土αf1=0.72、粘性土αf1=0.68とする。

セメント水比を決定する。

（2） 改良体施工に先立ち、改良対象土による室内配合試験を実施し、所定の強度を満足する固化材添加量、

（1） 使用する固化材は、セメント又はセメント系固化材とする。

6　配合試験及び配合管理

（1） G I コラム-S工法専用の攪拌翼が装備された攪拌ヘッドを用いること。

（2） 現設計との相違が予想されたり、発生した場合、監督員との協議を行う。

（1） 本工事は、本工法の施工技術に精通し、G I コラム-S工法委員会に所属する指定施工会社が施工するもの

（2） 本工事は本特記仕様書によるほか、「改訂版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」

GIコラム-S工法専用の攪拌翼（共廻り防止翼付きの6枚翼）を装備した攪拌ヘッド（攪拌装置）を用いて、原地盤を機械的に

X  = X　/α            

l

l f1

f1α  ： 現場/室内強度比(=quf/qul)

qul ： 室内配合試験供試体の一軸圧縮強さ

quf ： 現場平均一軸圧縮強

ｆ

室内配合強度 X　 は次式の値とする。

（4）室内配合強度

 スラリー吐出量を制御できる機能を備えたものとする。

（4） スラリープラントのスラリーミキサーは所定吐出量を十分供給できる能力を有しており、圧送ポンプは

（3） 改良機本体は YBM製の GI-80C 及び GI-130C を標準とし、リーダー付きで自走式であること。

(2） 所定の施工管理項目の計測及び記録ができる管理装置を用いること。

（1） 実施コラム長は、設計図書で示された長さとする。

（3） コラムの改良強度

（2） コラムの径、掘削深度（改良長+空堀長）、本数配置等は、設計 図書による。

 とする。

混合撹拌し、固化材の化学反応により所要の強度を持つ改良体を築造する工法である。

4　施工

3　特記事項

2　一般事項

1　工法概要

 

1.31.41.51.61.71.9

9～7～84～6321

合格判定係数　Ｋa

採取箇所数　Ｎ

合格判定係数

ｄσ　　：標準偏差

ｄ

ａK　　：合格判定係数

CF　　：設計基準強度

LX  　：合格判定値

NX　  ： N箇所の一軸圧縮強さの平均値

ｄｄｄLX　 ≧ X　 ＝ Fc + Ka × σ ＝ Fc + Ka × { Fc × V　/（1-1.3V　）}N

合否の判定は設計対象層におけるN箇所 （抜き取り箇所） の一軸圧縮試験結果が、下式を満足する場合を合格とする。

③ 検査手法 Aによる品質検査

② 一軸圧縮試験は第三者で行うものとする。

（2） 合否の判定

※頭部管理試験は 1箇所あたり 3個のモールドコア採取を標準とする。

1 検査対象群に 1 箇所以上

かつ、

100 コラムに 1 箇所以上、

深部

設計対象層が

改良対象層が複数層

改良長 L>2 m、または、

改良対象層が単一層

改良長 L<2 m、かつ、

設計対象層が天端部

（1） 調査箇所数（検査手法A)

・固化材スラリーの吐出量

・コラムの鉛直度

： 深度計で計測し記録する。

： トルク計で測定し記録する。

： 回転計より計測し記録する。

： 速度計で計測し記録

： 流量計で計測し記録する。

： 傾斜計で管理する。

・改良体先端層

 ・掘削深度

・回転数

・掘進速度

 施工過程における各項目の管理方法は施工管理装置モニターに表示され、次の通りとする。

8　品質管理

7　施工管理
　本地業は G I コラム-Ｓ工法による地盤改良地業であり、スラリー状のセメント系固化材を地中に注入しながら、

深層混合処理工法特記仕様書（G I コラム-S工法）（参考）

福平小学校プール新築その他本体工事
(株 )ア ー キ ・ プ ラ ン

NO.SCALE
一級建築士　第　84458　号

古 川　稔 鹿児島市建設局建築部建築課
S-03

深層混合処理工法特記仕様書（参考）
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１００１００

１００ １００３０

３０

Ｄ１９～Ｄ２５

１５

１５

１５～１８

１８
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溶
結
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10

5

1

2

1

4

２，使用構造材料

１，建築物の構造内容

構　造　設　計　標　準　仕　様
３，地　　盤

５，鉄筋コンクリート工事

４，地業工事

７．設備関係

８．その他

６，鉄骨工事

製作要領書 工作図 施工計画書

鋼材 特殊ボルト

社内検査表

（３）工事監理者が行う検査項目

現寸検査 組立・開先検査 製品検査

建方検査

（４）　接合部の溶接は下記によること

（５）　接合部の検査

スタッドボルト

注）現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

（　　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

（２）　エ事監理者の承認を必要とするもの

高力ボルト

（１）鉄骨工事は指示のない限リ下記による

（ＳＮ４９０Ｃ材は、サムチェッカ－にて材質を確認する事）

（１）　コンクリート

水平地盤反力係数の測定

水平地盤反力係数の測定

（３）　地盤調査及び試験杭の結果により、長杭、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある

適用は　□　印を記入する。

有 ボーリング調査 平板載荷試験

（調査予定 無）

静的貫入試験

土質試験 物理調査 平板載荷試験

）

（４）　ボーリング標準貫入値、土質構成（基礎・杭の位置を明記すること）

（２）　地盤調査計画

（１）　地盤調査

無 有

ボーリング調査 標準貫入試験

（６）屋上付属物

広告塔

煙突 キュービクル

有 ）（７）増築計画

（８）付帯工事

門塀 擁壁

（９）特別な荷重

エレベータ　 リフト

倉庫積載床用 Ｋｇ／㎡ 受水槽

（１０）構造計算ルート

（１）コンクリート

Ｂ種 Ｃ種 厚 １００、 １５０、

（４）鉄骨

（５）ボルト

高力ボルト

φ＝ 高力ボルトすべり係数試験 要 否

アンカーボルト

高架水槽

頭付スタッド

（６）屋根、床、壁

ＡＬＣ板

折版

デッキプレート

キーストンプレート

ホイスト

ｔｏｎ

ｔｏｎ

ｔｏｎ

ｔｏｎ ｔｏｎ

Ｆ１０Ｔ Ｓ８Ｔ Ｓ１０Ｔ Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４認定品（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（３）鉄筋

（２）コンクリートブロック（ＣＢ　　　　　　）

無

Ａ種 １２０、 １９０

形式 厚

φ＝１２

㎜

㎜

ナット（ダブル）

ナット（ダブル）

㎜ ナット（ダブル）

φ＝ Ｌ＝ ㎜ ナット（ダブル）

㎜φ＝１６ Ｌ＝８０

形式　ＱＬ９９－５０－１２ 厚　ｔ＝１．２ 床

使用箇所

形式 屋根

壁

φ＝

φ＝

φ＝

Ｌ＝

Ｌ＝

Ｌ＝

中ボルト

（別添付柱脚リスト参照）

（２）工事種別 新築 増改築 改築

（３）構造種別

木造（Ｗ） 補強コンクリートブロック造（ＣＢ）

（４）階　　数

地下

別棟増築

壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

鉄骨造（Ｓ）

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）

プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

鉄筋コンクリート造（ＲＣ）

　階 地上 塔屋 　階

厚　ｔ＝

無、引張試験有 有 無、超音波深傷試験 無有外観検査

（２）　鉄　筋

（６）防錆塗装

（７）　耐火被覆の材料

注）社内検査が１００％行えない場合は第三者による全数検査を行うこと。

注）第三者検査機関の変更は不可とする。

注）１　片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

適用箇所 種類 備考

捨コンクリート　　

土間コンクリート

柱、梁、床、壁　　 軽量

普通 軽量

普通 軽量

普通

普通

普通

普通

１８、

１３．５、

種類 径 使用箇所 継手工法

異形鉄筋

特殊継手

重ね継手

（　　　　　　　　　　　　　　）

種類 現場溶接 設計溶接強度

有 無

有 無
鋼　　　　材

有 無

有 無

備　　　　考

使用箇所

ＳＳ４００

ＳＭ４９０Ａ

ＳＳＣ４００

ＢＣＲ２９５

ＳＮ４００Ａ

ＳＭ４９０Ｂ

ＳＴＫＲ４００

ＳＮ４００Ｂ

ＳＴＫＲ４９０

１．０Ｆ

１．０Ｆ

１．０Ｆ

１．０Ｆ

０．９Ｆ

０．９Ｆ

０．９Ｆ

０．９Ｆ

検査率又は検査数
検査箇所 検査方法

社内 第三者

突合せ溶接部 超音波深傷試験

外観（目視）検査 ％ ％

マクロ試験・その他 個 個 個

第三者検査機関名

備　　　考

％

％ ％ ％

工事管理者

※第三者検査機関とは、工事監理者（設計監理者）が、受入検査を

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

Ｘ方向ルート　１ Ｙ方向ルート　１

（

２１柱、梁、床、壁　　

柱、梁、床、壁　　

設計基準強度Ｆｃ　　＝Ｎ／ｍ㎡スランプ　ｃｍ

基礎、基礎梁　　　　

１３．５、

　　第三者検査機関名

　　㈲メタル技研　　℡　０９９－２６４－４９１０

（３）　型　枠

Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型）

Ｓ型（スパイラルラル型）とする。

種類 せ　　き　　板 支　　　　　　柱

部位
スラブ下、はり下 スラブ下 はり下基礎、梁側、柱、壁

コンクリートの 設計基準強度の
設計基準強度の５０％

圧縮強度

５℃未満

１５℃以上

５℃～１５℃

（日）

早強度ポルト　　 普通ポルト　　　　早強度ポルト　　 普通ポルト　　　　早強度ポルト　　 普通ポルト　　　　早強度ポルト　　

ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント

高炉セメント　　 高炉セメント　　 高炉セメント　　

Ａ種　　　　　　　　　　 Ａ種　　　　　　　　　　 Ａ種　　　　　　　　　　ランドセメント

シリカセメント シリカセメント シリカセメント

Ａ種　　　　　　　　　　 Ａ種　　　　　　　　　　

シリカセメント

２ ３ ４ ６ ８ １７ ２８

３ ５ ６ ２５ ２８

５ ８ ２８ ２８

５Ｎ／ｍ㎡
８５％ １００％

１０

１０ １２

１６ １５

高炉セメント　　

２４

１８

２４

２４

６人乗（ロープ式　油圧式）

（ 敷地内 近隣

ベタ基礎 布基礎 独立基礎（１）

（２）　基礎杭　支持層－

直接基礎

杭仕様

（ 有 （試験杭 無 ）

施工計画書承認 杭施工結果報告書

杭　　　種 材　　　料 施工法 備考

セメント量　　　　　　　　　Ｋｇ／㎡

スランプ　　　　　　　　　　　ｃｍ

コンクリートＦｃ＝

ＲＣ ＰＣ

ＰＨＣ Ｈ鋼

鋼管 摩擦杭

場所打ち

コンクリート杭

ＰＣ（ Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 ）

Ｂ種 Ｃ種 ）

鋼材 □ＳＴＫ４００□ＳＳ４００

ＰＨＣ節杭

ＰＨＣ（ Ａ種

打ち込み

埋込み（セメントミルク工法）

オールケーシング

リバースサーキュレーション

ミニアースアースドリル

拡底杭 拡底杭

日本建築センター認定

大臣認定第　　　　　号

　　　年　　　月　　　日

　　　　第　　　　　　号

鉄筋 主筋 ＳＤ

ＨＯＯＰ ＳＤ

ＢＨ 深礎 手堀

機械堀

　　　年　　　月　　　日

杭径（㎜） 杭の長さ（ｍ） 本数設計支持力（ｋＮ／ｍ２） 特記事項

１本コアホ゛－リンク゛ 載荷 ）

試験堀

載荷試験

有 無

有 無

３０

２１、

２１、

２１、

注）６　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による、

注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

深 Ｎ 標準貫入試験
土質

度 値
調査地盤

ＳＤ２９５

ガス圧接継手（Ｄ１９以上）

Ａ種　　　　　　　　　　

Ａ種　　　　　　　　　　

普通ポルト　　　　

Ａ種　　　　　　　　　　

ＪＡＳＳ５及び鉄筋コンクリート配筋指針・公共建築工事標準仕様書（最新版）による。

特記なき場合は、本仕様書に従うものとする。又、本仕様書に明記なき場合は、

代行させるために自ら指定した検査会社をいう。

柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、

注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりね場合も原則として

注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。

行わない。

一時に全部の支柱を取り払って、盛リかえをしてはならない。

型枠存置期間

材料　合板厚　１２㎜を標準とする。

東京都採取要綱」第４条の試験機関で行うこと。

試験機関名

代行業者名

代行業者名とは、試験、検査に伴なう業務を代行する者をいう。

コンクリ－ト及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する

日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

Ｄ１９末満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする場合は、

ガス圧接部の抜き取リ検査は、同一作業班が同―日に施工した圧接箇所ごと（２００

箇所を超えるときは、２００箇所ごと）に１回行い、１回試験は３０本以上とする。

鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長

さは「鉄筋コンクリ－ト構造配筋基準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構

造配筋標準図（１）（２）」によるが添付なき場合は、公共建築工事標準仕様書（最新版）による。

コンクリ－トはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５による。

セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５３００の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、

打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技

術研究センタ－の技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測

定器の表示部を－回の測定ごとに撮影した写真（カラ－）を保管し承認を得る。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試

験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

構造体コンクリ－ト現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、現場水中養生、

または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

また、打込み量が１５０ｍ３をこえる場合は１５０ｍ３ごとまたは、その端数ごとに―回を

の必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当リ

標準とする。―回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からそ

６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

ポンプ打ちコンクリ－トは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコン

クリ－トの自由落下高さは、コンクリ－トが分離しない範囲とする。ポンプ圧送

に際しては、コンクリ－ト圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事する

こと。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未

満の場合は１５０分、２５℃以上の場合は１２０分以内とする。

梁貫通孔の補強は、公共建築工事標準仕様書（最新版）による。

又、公共建築工事標準仕様書（最新版）に該当しない場合は別途検討を行うこと。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

建築設備については、建築基準法施行令１２９条の２の３に適合させる事とする。

５ｃｍ以上とする。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場会は設計者の承認を得ること。

溶融亜鉛メッキ部材の高力ボルト摩擦接合面は、りん酸塩処理（同等品以上）を行うこと。

錆止めは、ＪＩＳ　Ｈ８６４１（溶融亜鉛メッキ：ＨＤＺ５５）とする。

工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

現場における高カボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は

の部分とする。錆止めぺイントは、ＪＩＳ　Ｋ５６７４　１種、２回塗りを標準とする。

防錆塗装の範囲は、高カボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被服される以外

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行なわれているか検査する。

序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締め

高カボルトの締付けに使用する機器はよ＜調整されたものを使用し、締付けの順

合は、赤さびは発生しないままでよい。

ョットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが５０Ｓ以上である揚

除去した後、屋外に自然放置して発生した、赤さび状態あること。ただし、シ

どを座金外径２倍以上の範囲でショトブラスト、グラインダー掛け等を用いて

高カボルトは「ＪＩＳ　Ｂ１１８６の高カボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮な

とする。

日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱（建築構造設計指針第１２章）

東京都ア―ク溶接」工事監理基準（建築構造設計指針第１２章）

国土交通大臣指定性能評価機関認定工場（大臣認定　　グレードまたは都登録　　　ランク）

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

制作工場

材料規格証明書または試験成績書

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

１階

（５）主要用途　　　　倉庫

（１）工事名称　　福平小学校プール新築その他本体工事

建築場所　　鹿児島市平川町８１９番地の３

深さＧＬ－０．８ｍ、支持層－長期許容支持力度　２９４．０ｋＮ／㎡

コ
ン
ク
リー

ト

孔内水位

無

KBM 9.34ｍ

２９４．０ ８４．７１
２９４．０ ４ Ｆ１１，Ｆ１１Ｃ基礎

Ｆ１１Ａ，Ｆ１１Ｂ，Ｆ１１Ｄ基礎
９００φ
９００φ

６．３１

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

１０ ２０ ３０ ４０ ５０

の
材
令

セ
メ
ン
ト
の
種
類

平
均
気
温

存
置
期
間
の

福平小学校プール新築その他本体工事
(株 )ア ー キ ・ プ ラ ン

NO.SCALE
一級建築士　第　84458　号

古 川　稔 鹿児島市建設局建築部建築課
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屋根梁伏図　　１：１５０

基礎伏図　　１：１５０

Ｙ１通軸組図　　１：１５０

Ｙ２通軸組図　　１：１５０

Ｘ１～Ｘ４通軸組図　１：１５０ Ｘ５通軸組図　　１：１５０ Ｘ６通軸組図　　１：１５０
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※掘削長及び改良長は、トルク値の結果により変更する事がある。

※設計地耐力ｆｅ＝２９４．０ｋＮ／ｍ２（長期）
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基礎リスト　　１：６０
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壁リスト　１：４０
縦筋は平面配筋詳細図を優先する。
内部は厚10増しコンクリ－ト打ちとする。
外部は厚20増しコンクリ－ト打ちとする。

　D10～D16：SD295、D22：SD345とする。
　幅止め筋はD10＠1000以下とする。
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敷砂t=30

土間コンクリートt=150

再生クラッシャーランt=60、ロ－ラ－転圧
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ＣＳ１３・階段配筋図　　１：３０

ａ　Ｓｅｃｔｉｏｎ　１：３０

ＣＳ１２配筋図　１：３０ ＣＳ１１配筋図　１：３０

ＣＳ１１配筋図　　１：３０
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１－Ｄ１３

壁平面配筋図　　１：５０

・特記無き壁は　W150を示す。

・W150→D10＠200（ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ）とする。

・外部は、厚20増しコンクリ－ト打ちとする。

　内部は、厚10増しコンクリ－ト打ちとする。

・巾止め筋は、D10-＠1000以下とする。

・開口部斜め補強筋は、1-D13＋1-D10（L=80d）とする。

・※印部は、直交壁内35d水平アンカ－する。

特記事項

４－Ｄ１３

幅止め筋Ｄ１０＠１０００以下

タテ筋Ｄ１０＠２００
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（ダブル）

（ダブル）

４－Ｄ１３

ヨコ筋Ｄ１０＠２００（ダブル）

タテ筋Ｄ１０＠２００（ダブル）
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１－Ｄ１３
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Ｄ１０＠２００（タテヨコシングル）
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Ｄ１０＠２００（タテヨコシングル）
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１－Ｄ１３
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１０１５０１０

８５ １０００ ２５１５

３６００

８５ １０００ ９１５

２０００

９１５ １０００

２０００

８５ ２５１５

３６００

１０００ ８５ ８５ １７２０ ４１９５

６０００

１
８

０１
０

５

１
０

２
０７
５

１
０

５

１
０

７
５ ２
０

１
８

０

２０

７５

１８０１０

１０５

２１４０１７２０２１４０９６０

１０

７５

１５０１０

７５

１６８０９６０５１０９８０５１０５１０９８０

１５０ １０

７５

１０

７５

１５０１０

７５

１０

７５

９６０ １６８０ ９６０ ５１０

１５０１０

７５

２０

７５

１
０

７
５１

５
０
２

０

７
５

１
０

７
５
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５
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２

０ ７
５
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０
０

０
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▼パラペット天端

▼ＲＳＬ（水下）

▼基礎下端

▼設計ＧＬ

▼基礎下端

▲地中梁天端

パラペット天端）▼

ＲＳＬ（水下）▼

設計ＧＬ▼

基礎下端▼

地中梁天端▲

Ｙ１通架構配筋図　　１：６０

・特記無き壁は　W150を示す。

・W150→D10＠200（ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ）とする。

・外部は、厚20増しコンクリ－ト打ちとする。

　内部は、厚10増しコンクリ－ト打ちとする。

・巾止め筋は、D10-＠1000以下とする。

・開口部斜め補強筋は、1-D13＋1-D10（L=80d）とする。

・※印部は、直交壁内35d水平アンカ－する。

特記事項

ＳＴＰＤ１０＠２００ ＳＴＰＤ１０＠２００ ＳＴＰＤ１０＠２００

ＳＴ２－Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０

ＳＴＰ２－Ｄ１０＠２００

ＳＴＰ２－Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０

ＳＴＰ２－Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０

１－Ｄ１０
１－Ｄ１０
１－Ｄ１０
１－Ｄ１０
１－Ｄ１０
１－Ｄ１０

１－Ｄ１０
１－Ｄ１０
１－Ｄ１０
１－Ｄ１０
１－Ｄ１０
１－Ｄ１０

ＳＴＰ２－Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０

１－Ｄ１０
１－Ｄ１０
１－Ｄ１０
１－Ｄ１０
１－Ｄ１０
１－Ｄ１０

２－Ｄ１０

ＳＴＰ２－Ｄ１０＠２００

５－Ｄ１０ ５－Ｄ１０

ＦＧ１２

Ｇ１４

Ｇ１１ Ｇ１１ Ｇ１１

※

※

Ｇ１１

Ｗ１８０

※

※

ＦＧ１２Ａ

ＦＧ１２ＦＧ１２

※

※

ＦＧ１２

※

※

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

１－Ｄ１０＋１－Ｄ１３ １－Ｄ１０＋１－Ｄ１３２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

２－Ｄ１３

１
－
Ｄ

１
３

１
－
Ｄ

１
３

１
－
Ｄ
１
３

１
－
Ｄ

１
３

１
－
Ｄ
１
３

２
－
Ｄ

１
３

１－Ｄ１３
１－Ｄ１３

１－Ｄ１３１－Ｄ１３

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

Ｄ１０＠２００（タテヨコダブル）

Ｄ１０＠２００
（タテヨコシングル） Ｄ１０＠２００

（タテヨコシングル）

１－Ｄ１３
１

－
Ｄ
１
３

１
－
Ｄ
１
３

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

１－Ｄ１３

２－Ｄ１６

Ｄ１０＠２００（タテヨコダブル）

２
－
Ｄ

１
３

２
－
Ｄ
１
３

Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６Ｘ１

４５
°

６０００３６００３６００ ２０００ ２０００

３
０

０
３

２
０
０

３
５
０
０

１
０

０
７

０
０

１
６
５

０
８

０
０

３
０

０
２
３

０
０

２
６

０
０

１
６
５

０

１
０
０

８
０

０
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Ｘ２通架構配筋図　　１：６０ Ｘ６通架構配筋図　　１：６０

・特記無き壁は　W150を示す。

・W150→D10＠200（ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ）とする。

・外部は、厚20増しコンクリ－ト打ちとする。

　内部は、厚10増しコンクリ－ト打ちとする。

・巾止め筋は、D10-＠1000以下とする。

・開口部斜め補強筋は、1-D13＋1-D10（L=80d）とする。

・※印部は、直交壁内35d水平アンカ－する。

特記事項

▼パラペット天端

▼ＲＳＬ（水下）

▼基礎下端

▼設計ＧＬ

▼基礎下端

▲地中梁天端

地中梁天端▲

パラペット天端）▼

ＲＳＬ（水下）▼

設計ＧＬ▼

基礎下端▼

２－Ｄ１０

ＳＴＰ２－Ｄ１０＠２００

ＳＴＰ２－Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０

※

※

※

※

※

※

※

※

Ｗ１８０

１
－
Ｄ
１
３

Ｄ１０＠２００（タテヨコダブル）

２
－
Ｄ

１
３

２
－
Ｄ
１
３

２
－
Ｄ

１
３

２
－
Ｄ
１
３

Ｄ１０＠２００（タテヨコシングル）

Ｄ１０＠２００（タテヨコダブル）

１－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

１
－
Ｄ

１
３

２－Ｄ１６

Ｙ１ Ｙ２ Ｙ２Ｙ１

３
５
０
０

３
２
０
０

３
０

０
１

０
０

７
０

０

１
６
５

０
８

０
０

４５
°

４０００ ４０００

８
０

０
１

６
５

０

２
３

０
０

２
６

０
０

３
０

０
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０
０
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調査地盤

孔内水位

無

KBM 9.34ｍ

Ｄ１６以下

梁

柱

胴縁

１００１００

１００ １００３０

３０

Ｄ１９～Ｄ２５

１５

１５

１５～１８

１８

１８

１８

梁、床、壁　　

梁

構　造　設　計　標　準　仕　様
５，鉄筋コンクリート工事

３，地　　盤１，建築物の構造内容

２，使用構造材料

４，地業工事

７．設備関係

８．その他

６，鉄骨工事

製作要領書 工作図 施工計画書

鋼材 特殊ボルト

社内検査表

（３）工事監理者が行う検査項目

現寸検査 組立・開先検査 製品検査

建方検査

（４）　接合部の溶接は下記によること

（５）　接合部の検査

スタッドボルト

注）現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

（　　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

（２）　エ事監理者の承認を必要とするもの

高力ボルト

（１）鉄骨工事は指示のない限リ下記による

（ＳＮ４９０Ｃ材は、サムチェッカ－にて材質を確認する事）

（１）　コンクリート

水平地盤反力係数の測定

水平地盤反力係数の測定

（３）　地盤調査及び試験杭の結果により、長杭、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある

適用は　□　印を記入する。

有 ボーリング調査 平板載荷試験

（調査予定 無）

静的貫入試験

土質試験 物理調査 平板載荷試験

）

（４）　ボーリング標準貫入値、土質構成（基礎・杭の位置を明記すること）

（２）　地盤調査計画

（１）　地盤調査

無 有

ボーリング調査 標準貫入試験

（６）屋上付属物

広告塔

煙突 キュービクル

有 ）（７）増築計画

（８）付帯工事

門塀 擁壁

（９）特別な荷重

エレベータ　 リフト

倉庫積載床用 Ｋｇ／㎡ 受水槽

（１０）構造計算ルート

（１）コンクリート

Ｂ種 Ｃ種 厚 １００、 １５０、

（４）鉄骨

（５）ボルト

高力ボルト

φ＝ 高力ボルトすべり係数試験 要 否

アンカーボルト

高架水槽

頭付スタッド

（６）屋根、床、壁

ＡＬＣ板

折版

デッキプレート

キーストンプレート

ホイスト

ｔｏｎ

ｔｏｎ

ｔｏｎ

ｔｏｎ ｔｏｎ

Ｆ１０Ｔ Ｓ８Ｔ Ｓ１０Ｔ Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４認定品（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（３）鉄筋

（２）コンクリートブロック（ＣＢ　　　　　　）

無

Ａ種 １２０、 １９０

形式 厚

φ＝１２

㎜

㎜

ナット（ダブル）

ナット（ダブル）

㎜ ナット（ダブル）

φ＝ Ｌ＝ ㎜ ナット（ダブル）

㎜φ＝１６ Ｌ＝８０

形式　ＱＬ９９－５０－１２ 厚　ｔ＝１．２ 床

使用箇所

形式 屋根

壁

φ＝

φ＝

φ＝

Ｌ＝

Ｌ＝

Ｌ＝

中ボルト

（別添付柱脚リスト参照）

（２）工事種別 新築 増改築 改築

（３）構造種別

木造（Ｗ） 補強コンクリートブロック造（ＣＢ）

（４）階　　数

地下

別棟増築

壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

鉄骨造（Ｓ）

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）

プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

鉄筋コンクリート造（ＲＣ）

　階 地上 塔屋 　階

厚　ｔ＝

無、引張試験有 有 無、超音波深傷試験 無有外観検査

（２）　鉄　筋

（６）防錆塗装

（７）　耐火被覆の材料

注）社内検査が１００％行えない場合は第三者による全数検査を行うこと。

注）第三者検査機関の変更は不可とする。

注）１　片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

適用箇所 種類 備考

捨コンクリート　　

土間コンクリート

柱、梁、床、壁　　 軽量

普通 軽量

普通 軽量

普通

普通

普通

普通

１８、

１３．５、

種類 径 使用箇所 継手工法

異形鉄筋

特殊継手

重ね継手

（　　　　　　　　　　　　　　）

種類 現場溶接 設計溶接強度

有 無

有 無
鋼　　　　材

有 無

有 無

備　　　　考

使用箇所

ＳＳ４００

ＳＭ４９０Ａ

ＳＳＣ４００

ＢＣＲ２９５

ＳＮ４００Ａ

ＳＭ４９０Ｂ

ＳＴＫＲ４００

ＳＮ４００Ｂ

ＳＴＫＲ４９０

１．０Ｆ

１．０Ｆ

１．０Ｆ

１．０Ｆ

０．９Ｆ

０．９Ｆ

０．９Ｆ

０．９Ｆ

検査率又は検査数
検査箇所 検査方法

社内 第三者

突合せ溶接部 超音波深傷試験

外観（目視）検査 ％ ％

マクロ試験・その他 個 個 個

第三者検査機関名

備　　　考

％

％ ％ ％

工事管理者

※第三者検査機関とは、工事監理者（設計監理者）が、受入検査を

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

Ｘ方向ルート　１ Ｙ方向ルート　１

（

２１柱、梁、床、壁　　

柱、梁、床、壁　　

設計基準強度Ｆｃ　　＝Ｎ／ｍ㎡スランプ　ｃｍ

基礎、基礎梁　　　　

１３．５、

　　第三者検査機関名

　　㈲メタル技研　　℡　０９９－２６４－４９１０

（３）　型　枠

Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型）

Ｓ型（スパイラルラル型）とする。

種類 せ　　き　　板 支　　　　　　柱

部位
スラブ下、はり下 スラブ下 はり下基礎、梁側、柱、壁

コンクリートの 設計基準強度の
設計基準強度の５０％

圧縮強度

５℃未満

１５℃以上

５℃～１５℃

（日）

早強度ポルト　　 普通ポルト　　　　早強度ポルト　　 普通ポルト　　　　早強度ポルト　　 普通ポルト　　　　早強度ポルト　　

ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント

高炉セメント　　 高炉セメント　　 高炉セメント　　

Ａ種　　　　　　　　　　 Ａ種　　　　　　　　　　 Ａ種　　　　　　　　　　ランドセメント

シリカセメント シリカセメント シリカセメント

Ａ種　　　　　　　　　　 Ａ種　　　　　　　　　　

シリカセメント

２ ３ ４ ６ ８ １７ ２８

３ ５ ６ ２５ ２８

５ ８ ２８ ２８

５Ｎ／ｍ㎡
８５％ １００％

１０

１０ １２

１６ １５

コ
ン
ク
リー

ト

高炉セメント　　

２４

１８

２４

２４

６人乗（ロープ式　油圧式）

（ 敷地内 近隣

ベタ基礎 布基礎 独立基礎（１）

（２）　基礎杭　支持層－

直接基礎

杭仕様

（ 有 （試験杭 無 ）

施工計画書承認 杭施工結果報告書

杭　　　種 材　　　料 施工法 備考

セメント量　　　　　　　　　Ｋｇ／㎡

スランプ　　　　　　　　　　　ｃｍ

コンクリートＦｃ＝

ＲＣ ＰＣ

ＰＨＣ Ｈ鋼

鋼管 摩擦杭

場所打ち

コンクリート杭

ＰＣ（ Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 ）

Ｂ種 Ｃ種 ）

鋼材 □ＳＴＫ４００□ＳＳ４００

ＰＨＣ節杭

ＰＨＣ（ Ａ種

打ち込み

埋込み（セメントミルク工法）

オールケーシング

リバースサーキュレーション

ミニアースアースドリル

拡底杭 拡底杭

日本建築センター認定

大臣認定第　　　　　号

　　　年　　　月　　　日

　　　　第　　　　　　号

鉄筋 主筋 ＳＤ

ＨＯＯＰ ＳＤ

ＢＨ 深礎 手堀

機械堀

　　　年　　　月　　　日

杭径（㎜） 杭の長さ（ｍ） 本数設計支持力（ｋＮ／ｍ２） 特記事項

１本コアホ゛－リンク゛ 載荷 ）

試験堀

載荷試験

有 無

有 無

３０

２１、

２１、

２１、

注）６　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による、

注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

深 Ｎ 標準貫入試験
土質

度 値

ＳＤ２９５

ガス圧接継手（Ｄ１９以上）

Ａ種　　　　　　　　　　

Ａ種　　　　　　　　　　

普通ポルト　　　　

Ａ種　　　　　　　　　　

ＪＡＳＳ５及び鉄筋コンクリート配筋指針・公共建築工事標準仕様書（最新版）による。

特記なき場合は、本仕様書に従うものとする。又、本仕様書に明記なき場合は、

代行させるために自ら指定した検査会社をいう。

柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、

注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりね場合も原則として

注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。

行わない。

一時に全部の支柱を取り払って、盛リかえをしてはならない。

型枠存置期間

材料　合板厚　１２㎜を標準とする。

東京都採取要綱」第４条の試験機関で行うこと。

試験機関名

代行業者名

代行業者名とは、試験、検査に伴なう業務を代行する者をいう。

コンクリ－ト及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する

日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

Ｄ１９末満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする場合は、

ガス圧接部の抜き取リ検査は、同一作業班が同―日に施工した圧接箇所ごと（２００

箇所を超えるときは、２００箇所ごと）に１回行い、１回試験は３０本以上とする。

鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長

さは「鉄筋コンクリ－ト構造配筋基準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構

造配筋標準図（１）（２）」によるが添付なき場合は、公共建築工事標準仕様書（最新版）による。

コンクリ－トはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５による。

セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５３００の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、

打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技

術研究センタ－の技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測

定器の表示部を－回の測定ごとに撮影した写真（カラ－）を保管し承認を得る。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試

験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

構造体コンクリ－ト現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、現場水中養生、

または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

また、打込み量が１５０ｍ３をこえる場合は１５０ｍ３ごとまたは、その端数ごとに―回を

の必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当リ

標準とする。―回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からそ

６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

ポンプ打ちコンクリ－トは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコン

クリ－トの自由落下高さは、コンクリ－トが分離しない範囲とする。ポンプ圧送

に際しては、コンクリ－ト圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事する

こと。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未

満の場合は１５０分、２５℃以上の場合は１２０分以内とする。

梁貫通孔の補強は、公共建築工事標準仕様書（最新版）による。

又、公共建築工事標準仕様書（最新版）に該当しない場合は別途検討を行うこと。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

建築設備については、建築基準法施行令１２９条の２の３に適合させる事とする。

５ｃｍ以上とする。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場会は設計者の承認を得ること。

溶融亜鉛メッキ部材の高力ボルト摩擦接合面は、りん酸塩処理（同等品以上）を行うこと。

錆止めは、ＪＩＳ　Ｈ８６４１（溶融亜鉛メッキ：ＨＤＺ５５）とする。

工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

現場における高カボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は

の部分とする。錆止めぺイントは、ＪＩＳ　Ｋ５６７４　１種、２回塗りを標準とする。

防錆塗装の範囲は、高カボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被服される以外

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行なわれているか検査する。

序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締め

高カボルトの締付けに使用する機器はよ＜調整されたものを使用し、締付けの順

合は、赤さびは発生しないままでよい。

ョットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが５０Ｓ以上である揚

除去した後、屋外に自然放置して発生した、赤さび状態あること。ただし、シ

どを座金外径２倍以上の範囲でショトブラスト、グラインダー掛け等を用いて

高カボルトは「ＪＩＳ　Ｂ１１８６の高カボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮な

とする。

日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱（建築構造設計指針第１２章）

東京都ア―ク溶接」工事監理基準（建築構造設計指針第１２章）

国土交通大臣指定性能評価機関認定工場（大臣認定　　グレードまたは都登録　　　ランク）

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

制作工場

材料規格証明書または試験成績書

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

１階

（５）主要用途　　　　倉庫

（１）工事名称　　福平小学校プール新築その他本体工事

建築場所　　鹿児島市平川町８１９番地の３

深さＧＬ－０．８ｍ、支持層－長期許容支持力度　２９４．０ｋＮ／㎡

２９４．０ ８ Ｆ２１，Ｆ２１Ａ基礎９００φ ６．３６

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

１０ ２０ ３０ ４０ ５０

の
種
類

の
材
令

平
均
気
温

セ
メ
ン
ト

存
置
期
間
の

福平小学校プール新築その他本体工事
(株 )ア ー キ ・ プ ラ ン

NO.SCALE
一級建築士　第　84458　号

古 川　稔 鹿児島市建設局建築部建築課

プ－ル付属屋②　構造設計標準仕様
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▼ハ゜ラヘ゜ット天端

▼設計ＧＬ＋１６５０

▼基礎下端

▼ハ゜ラヘ゜ット天端

▼設計ＧＬ＋１６５０

▼基礎下端

▼ハ゜ラヘ゜ット天端

▼設計ＧＬ＋１６５０

▼基礎下端

▲ＲＳＬ（水下）

▲ＲＳＬ（水下）

▲ＲＳＬ（水下）

Ｘ１通軸組図　　１：１５０ Ｙ１通軸組図　　１：１５０

Ｙ２通軸組図　　１：１５０Ｘ２通軸組図　　１：１５０

Ｘ３通軸組図　　１：１５０ Ｙ３通軸組図　　１：１５０

屋根梁伏図　　１：１５０

基礎伏図　　１：１５０

１０００

９００

７．２１

０．８５

６．３６

８

Ｆ２１，Ｆ２１Ａ

5-D10＠100 L=1500
（スラブ上端筋の下に配置する）

※特記なき壁符号は、W150とする。

※特記なき壁符号は、W150とする。 ※特記なき壁符号は、W150とする。

※特記なき壁符号は、W150とする。※特記なき壁符号は、W150とする。

※特記なき壁符号は、W150とする。 ※特記なき壁符号は、W150とする。

※掘削長及び改良長は、トルク値の結果により変更する事がある。

※設計地耐力ｆｅ＝２９４．０ｋＮ／ｍ２（長期）

ｍｍ

ｍ

ｍ

ｍ

本

基礎符号

本数

改良長

空掘長

掘削長

設計基準強度

コラム改良径

ＧＩコラム－Ｓ工法

設計添加量（試験練り結果による）

ｋＮ／㎡

※特記なき基礎符号は、Ｆ２１とする。

Ｆ２１ Ｆ２１

Ｆ２１Ｆ２１

Ｆ２１ Ｆ２１Ｆ２１

Ｆ２１Ａ

Ｆ２１Ａ

Ｆ２１Ａ

Ｆ２１ Ｆ２１ Ｆ２１

Ｆ２１Ｆ２１Ｆ２１

Ｆ２１ Ｆ２１ Ｆ２１

Ｇ２３Ｇ２３Ｇ２１Ｇ２４

ＦＧ２１ ＦＧ２１

ＦＧ２１ ＦＧ２１ ＦＧ２１

Ｇ２２ Ｇ２１

ＦＧ２１ＦＧ２１ ＦＧ２１
Ｇ２４Ｇ２４

Ｇ
２

１
Ｇ
２

２

Ｇ
２

３

Ｇ
２

１

Ｆ
Ｇ

２
１

Ｆ
Ｇ

２
１

Ｆ
Ｇ

２
１

Ｆ
Ｇ

２
１

ＦＧ２１ ＦＧ２１

ＦＧ２１ＦＧ２１

Ｓ２１ Ｓ２１

Ｓ２１

ＣＳ２１ ＣＳ２１

Ｃ
Ｓ

２
１

Ｙ１Ｙ１ Ｙ２ Ｙ２

Ｙ１ Ｙ２

Ｙ１ Ｙ２

Ｙ２Ｙ１ Ｙ２

Ｙ２Ｙ１ Ｙ２

Ｙ２Ｙ１ Ｙ２

Ｙ２Ｙ１ Ｙ２

４０００

２０００ ２０００

６
０
０

０

４
０
０
０

２
０

０
０

２
０

０
０

６
０

０
０

４
０

０
０

４０００

２０００ ２０００

Ｙ３

Ｙ３

Ｙ３

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

８
０

０

８００

※ ※

※ ※

３
５
０

０
８

０
０

３
２

０
０

３
０

０

２
１
１
０

１
０

０

１３２０ １３８０ ９８０

２０００ ４０００

１
４
５

０
１
１

２
０

３４０

２０００ ４０００

３
０

０
３

２
０

０

３
５

０
０

８
０

０

１
１
２
０

１
２
５

０

２０００ ４０００

１
４
５

０
１
１

２
０

３
２

０
０

３
５
０

０
８

０
０

３
０

０

９８０５１０ １３８０ ９８０

４０００

２０００ ２０００

１０２０ １０２０

２
１
１
０

１
０

０

２０００ ２０００

７５ ７５

鹿児島市建設局建築部建築課

福平小学校プール新築その他本体工事
(株 )ア ー キ ・ プ ラ ン

一級建築士　第　84458　号

古 川　稔

A3:1/150
基礎伏図・屋根梁伏図・通軸組図
プ－ル付属屋②
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Ｆ２１ Ｆ２１Ａ

基礎リスト　　１：６０

▼設計ＧＬ＋１６５０

５－Ｄ１３ ５－Ｄ１３

５
－
Ｄ
１
３

５
－
Ｄ
１
３ 立

ち
上

が
り

４
０
ｄ

（
基

礎
内

折
り

曲
げ

可
）

▼設計ＧＬ＋１６５０

５
０

０
３

０
０８

０
０

５
０

５
０

８
０

０ ５
０

０
３

０
０

４
５

０
４

５
０９

０
０

４５０ ４５０

９００

４５０ ４５０

９００

９
０

０

４
５

０
４

５
０

壁リスト　１：４０梁リスト　１：４０
　幅止め筋はD10＠1000以下とする。
　D10～D16：SD295、D22：SD345とする。

外部は厚20増しコンクリ－ト打ちとする。
内部は厚10増しコンクリ－ト打ちとする。
縦筋は平面配筋詳細図を優先する。

開　口

壁曲げ補強筋

梁主筋

開

口

補

強

配筋タイプ

壁厚

縦筋

横筋

斜め筋

横筋

縦筋

断面

Ｗ１５０ 開口補強要領

▼設計ＧＬ＋１６５０

符号

位　置

符　号 Ｇ２１

全断面 全断面

Ｇ２２ Ｇ２３

全断面 全断面

Ｇ２４ ＦＧ２１

全断面

断　面

Ｂ×Ｄ

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

腹　筋

シンク゛ル

１５０

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠２００

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３＋１－Ｄ１０

１５０×７００

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

Ｄ１０＠２００

４－Ｄ１０

１５０×９００

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

Ｄ１０＠２００

５－Ｄ１０ ６－Ｄ１０ ６－Ｄ１０ ２－Ｄ１０

Ｄ１０＠２００Ｄ１０＠２００Ｄ１０＠２００

１－Ｄ１３ １－Ｄ１３ ２－Ｄ１６

１－Ｄ１３ １－Ｄ１３ ２－Ｄ１６

１５０×１０５０ １５０×１１４０ ２００×６００

４０ｄ ８０
ｄ

４
０

ｄ

Ｄ

Ｂ

１
０

０
６

０
０

５
０

６
０

１５０

更衣室・倉庫

土間コンクリ－ト配筋図　　１：３０

ＣＳ２１配筋図　　１：３０

D10＠200

土間コンクリートt=150

敷砂t=30

防湿ポリエチレンフィルムt=0.15敷込

再生クラッシャーランt=60、ロ－ラ－転圧

1-D13

D10＠200

1-D13
D10＠200

2-D13
D10＠400

D10＠200(D)

１
５

０
６

０ ３
０

８００

３
０

０
４

５
０

３
０

（
７
６
０
）

１
２

０

１
６

０

１
５

０

Ｄ１０Ｄ１３＠２００

Ｄ１０＠２００ Ｄ１０＠２５０

Ｄ１０＠２５０ ワイヤ－メッシュ

６φ－１５０×１５０

スラブリスト

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

位置厚さ符号

Ｓ２１
１５０

増打t=30

短辺方向 長辺方向 備　　考

鹿児島市建設局建築部建築課

福平小学校プール新築その他本体工事
(株 )ア ー キ ・ プ ラ ン

一級建築士　第　84458　号
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A3:1/60
1/40
1/30

プ－ル付属屋②　基礎・梁・壁・ｽﾗﾌﾞﾘｽﾄ、
　　　　　　　　土間・庇配筋図
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Ｘ１通架構配筋図　　１：５０

Ｙ３通架構配筋図　　１：５０

壁平面配筋図　　１：５０

１
－
Ｄ
１
３

１
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※

※

※

５－Ｄ１０ ５－Ｄ１０

９－Ｄ１０７－Ｄ１０

・特記無き壁は　W150を示す。

・W150→D10＠200（ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ）とする。

・外部は、厚20増しコンクリ－ト打ちとする。

　内部は、厚10増しコンクリ－ト打ちとする。

・巾止め筋は、D10-＠1000以下とする。

・開口部斜め補強筋は、1-D13＋1-D10（L=80d）とする。

・※印部は、直交壁内35d水平アンカ－する。

特記事項

▼パラペット天端

▼ＲＳＬ（水下）

▼設計ＧＬ

▼基礎下端

▲地中梁天端

▼基礎下端

▼設計ＧＬ

▲地中梁天端

▼ＲＳＬ（水下）

▼パラペット天端
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Ｄ１６以下

梁

柱

胴縁

１００１００

１００ １００３０

３０

Ｄ１９～Ｄ２５

１５

１５

１５～１８

１８

１８

１８

梁、床、壁　　

梁

６，鉄骨工事

７．設備関係

５，鉄筋コンクリート工事

３，地　　盤

構　造　設　計　標　準　仕　様

２，使用構造材料

１，建築物の構造内容

４，地業工事

８．その他

製作要領書 工作図 施工計画書

鋼材 特殊ボルト

社内検査表

（３）工事監理者が行う検査項目

現寸検査 組立・開先検査 製品検査

建方検査

（４）　接合部の溶接は下記によること

（５）　接合部の検査

スタッドボルト

注）現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

（　　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

（２）　エ事監理者の承認を必要とするもの

高力ボルト

（１）鉄骨工事は指示のない限リ下記による

（ＳＮ４９０Ｃ材は、サムチェッカ－にて材質を確認する事）

（１）　コンクリート

水平地盤反力係数の測定

水平地盤反力係数の測定

（３）　地盤調査及び試験杭の結果により、長杭、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある

適用は　□　印を記入する。

有 ボーリング調査 平板載荷試験

（調査予定 無）

静的貫入試験

土質試験 物理調査 平板載荷試験

）

（４）　ボーリング標準貫入値、土質構成（基礎・杭の位置を明記すること）

（２）　地盤調査計画

（１）　地盤調査

無 有

ボーリング調査 標準貫入試験

（６）屋上付属物

広告塔

煙突 キュービクル

有 ）（７）増築計画

（８）付帯工事

門塀 擁壁

（９）特別な荷重

エレベータ　 リフト

倉庫積載床用 Ｋｇ／㎡ 受水槽

（１０）構造計算ルート

（１）コンクリート

Ｂ種 Ｃ種 厚 １００、 １５０、

（４）鉄骨

（５）ボルト

高力ボルト

φ＝ 高力ボルトすべり係数試験 要 否

アンカーボルト

高架水槽

頭付スタッド

（６）屋根、床、壁

ＡＬＣ板

折版

デッキプレート

キーストンプレート

ホイスト

ｔｏｎ

ｔｏｎ

ｔｏｎ

ｔｏｎ ｔｏｎ

Ｆ１０Ｔ Ｓ８Ｔ Ｓ１０Ｔ Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４認定品（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（３）鉄筋

（２）コンクリートブロック（ＣＢ　　　　　　）

無

Ａ種 １２０、 １９０

形式 厚

φ＝１２

㎜

㎜

ナット（ダブル）

ナット（ダブル）

㎜ ナット（ダブル）

φ＝ Ｌ＝ ㎜ ナット（ダブル）

㎜φ＝１６ Ｌ＝８０

形式　ＱＬ９９－５０－１２ 厚　ｔ＝１．２ 床

使用箇所

形式 屋根

壁

φ＝

φ＝

φ＝

Ｌ＝

Ｌ＝

Ｌ＝

中ボルト

（別添付柱脚リスト参照）

（２）工事種別 新築 増改築 改築

（３）構造種別

木造（Ｗ） 補強コンクリートブロック造（ＣＢ）

（４）階　　数

地下

別棟増築

壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

鉄骨造（Ｓ）

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）

プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

　階 地上 塔屋 　階

厚　ｔ＝

無、引張試験有 有 無、超音波深傷試験 無有外観検査

（２）　鉄　筋

（６）防錆塗装

（７）　耐火被覆の材料

注）社内検査が１００％行えない場合は第三者による全数検査を行うこと。

注）第三者検査機関の変更は不可とする。

注）１　片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

適用箇所 種類 備考

捨コンクリート　　

土間コンクリート

柱、梁、床、壁　　 軽量

普通 軽量

普通 軽量

普通

普通

普通

普通

１８、

１３．５、

種類 径 使用箇所 継手工法

異形鉄筋

特殊継手

重ね継手

（　　　　　　　　　　　　　　）

種類 現場溶接 設計溶接強度

有 無

有 無
鋼　　　　材

有 無

有 無

備　　　　考

使用箇所

ＳＳ４００

ＳＭ４９０Ａ

ＳＳＣ４００

ＢＣＲ２９５

ＳＮ４００Ａ

ＳＭ４９０Ｂ

ＳＴＫＲ４００

ＳＮ４００Ｂ

ＳＴＫＲ４９０

１．０Ｆ

１．０Ｆ

１．０Ｆ

１．０Ｆ

０．９Ｆ

０．９Ｆ

０．９Ｆ

０．９Ｆ

検査率又は検査数
検査箇所 検査方法

社内 第三者

突合せ溶接部 超音波深傷試験

外観（目視）検査 ％ ％

マクロ試験・その他 個 個 個

第三者検査機関名

備　　　考

％

％ ％ ％

工事管理者

※第三者検査機関とは、工事監理者（設計監理者）が、受入検査を

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

Ｘ方向ルート　１ Ｙ方向ルート　１

（

２１柱、梁、床、壁　　

柱、梁、床、壁　　

設計基準強度Ｆｃ　　＝Ｎ／ｍ㎡スランプ　ｃｍ

基礎、基礎梁　　　　

１３．５、

　　第三者検査機関名

　　㈲メタル技研　　℡　０９９－２６４－４９１０

（３）　型　枠

Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型）

Ｓ型（スパイラルラル型）とする。

種類 せ　　き　　板 支　　　　　　柱

スラブ下、はり下 スラブ下 はり下基礎、梁側、柱、壁

コンクリートの 設計基準強度の
設計基準強度の５０％

圧縮強度

５℃未満

１５℃以上

５℃～１５℃

（日）

早強度ポルト　　 普通ポルト　　　　早強度ポルト　　 普通ポルト　　　　早強度ポルト　　 普通ポルト　　　　早強度ポルト　　

ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント

高炉セメント　　 高炉セメント　　 高炉セメント　　

Ａ種　　　　　　　　　　 Ａ種　　　　　　　　　　 Ａ種　　　　　　　　　　ランドセメント

シリカセメント シリカセメント シリカセメント

Ａ種　　　　　　　　　　 Ａ種　　　　　　　　　　

シリカセメント

２ ３ ４ ６ ８ １７ ２８

３ ５ ６ ２５ ２８

５ ８ ２８ ２８

５Ｎ／ｍ㎡
８５％ １００％

１０

１０ １２

１６ １５

コ
ン
ク
リー

ト

高炉セメント　　

２４

１８

２４

２４

６人乗（ロープ式　油圧式）

（ 敷地内 近隣

ベタ基礎 布基礎 独立基礎（１）

（２）　基礎杭　支持層－

直接基礎

杭仕様

（ 有 （試験杭 無 ）

施工計画書承認 杭施工結果報告書

杭　　　種 材　　　料 施工法 備考

セメント量　　　　　　　　　Ｋｇ／㎡

スランプ　　　　　　　　　　　ｃｍ

コンクリートＦｃ＝

ＲＣ ＰＣ

ＰＨＣ Ｈ鋼

鋼管 摩擦杭

場所打ち

コンクリート杭

ＰＣ（ Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 ）

Ｂ種 Ｃ種 ）

鋼材 □ＳＴＫ４００□ＳＳ４００

ＰＨＣ節杭

ＰＨＣ（ Ａ種

打ち込み

埋込み（セメントミルク工法）

オールケーシング

リバースサーキュレーション

ミニアースアースドリル

拡底杭 拡底杭

日本建築センター認定

大臣認定第　　　　　号

　　　年　　　月　　　日

　　　　第　　　　　　号

鉄筋 主筋 ＳＤ

ＨＯＯＰ ＳＤ

ＢＨ 深礎 手堀

機械堀

　　　年　　　月　　　日

杭径（㎜） 杭の長さ（ｍ） 本数 特記事項

１本コアホ゛－リンク゛ 載荷 ）

試験堀

載荷試験

有 無

有 無

３０

２１、

２１、

２１、

注）６　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による、

注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

深 Ｎ 標準貫入試験
土質

度 値

ＳＤ２９５

ガス圧接継手（Ｄ１９以上）

Ａ種　　　　　　　　　　

Ａ種　　　　　　　　　　

普通ポルト　　　　

Ａ種　　　　　　　　　　

ＪＡＳＳ５及び鉄筋コンクリート配筋指針・公共建築工事標準仕様書（最新版）による。

特記なき場合は、本仕様書に従うものとする。又、本仕様書に明記なき場合は、

代行させるために自ら指定した検査会社をいう。

柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、

注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりね場合も原則として

注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。

行わない。

一時に全部の支柱を取り払って、盛リかえをしてはならない。

型枠存置期間

材料　合板厚　１２㎜を標準とする。

東京都採取要綱」第４条の試験機関で行うこと。

試験機関名

代行業者名

代行業者名とは、試験、検査に伴なう業務を代行する者をいう。

コンクリ－ト及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する

日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

Ｄ１９末満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする場合は、

ガス圧接部の抜き取リ検査は、同一作業班が同―日に施工した圧接箇所ごと（２００

箇所を超えるときは、２００箇所ごと）に１回行い、１回試験は３０本以上とする。

鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長

さは「鉄筋コンクリ－ト構造配筋基準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構

造配筋標準図（１）（２）」によるが添付なき場合は、公共建築工事標準仕様書（最新版）による。

コンクリ－トはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５による。

セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５３００の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、

打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技

術研究センタ－の技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測

定器の表示部を－回の測定ごとに撮影した写真（カラ－）を保管し承認を得る。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試

験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

構造体コンクリ－ト現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、現場水中養生、

または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

また、打込み量が１５０ｍ３をこえる場合は１５０ｍ３ごとまたは、その端数ごとに―回を

の必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当リ

標準とする。―回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からそ

６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

ポンプ打ちコンクリ－トは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコン

クリ－トの自由落下高さは、コンクリ－トが分離しない範囲とする。ポンプ圧送

に際しては、コンクリ－ト圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事する

こと。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未

満の場合は１５０分、２５℃以上の場合は１２０分以内とする。

梁貫通孔の補強は、公共建築工事標準仕様書（最新版）による。

又、公共建築工事標準仕様書（最新版）に該当しない場合は別途検討を行うこと。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

建築設備については、建築基準法施行令１２９条の２の３に適合させる事とする。

５ｃｍ以上とする。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場会は設計者の承認を得ること。

溶融亜鉛メッキ部材の高力ボルト摩擦接合面は、りん酸塩処理（同等品以上）を行うこと。

錆止めは、ＪＩＳ　Ｈ８６４１（溶融亜鉛メッキ：ＨＤＺ５５）とする。

工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

現場における高カボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は

の部分とする。錆止めぺイントは、ＪＩＳ　Ｋ５６７４　１種、２回塗りを標準とする。

防錆塗装の範囲は、高カボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被服される以外

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行なわれているか検査する。

序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締め

高カボルトの締付けに使用する機器はよ＜調整されたものを使用し、締付けの順

合は、赤さびは発生しないままでよい。

ョットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが５０Ｓ以上である揚

除去した後、屋外に自然放置して発生した、赤さび状態あること。ただし、シ

どを座金外径２倍以上の範囲でショトブラスト、グラインダー掛け等を用いて

高カボルトは「ＪＩＳ　Ｂ１１８６の高カボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮な

とする。

日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱（建築構造設計指針第１２章）

東京都ア―ク溶接」工事監理基準（建築構造設計指針第１２章）

国土交通大臣指定性能評価機関認定工場（大臣認定　　グレードまたは都登録　　　ランク）

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

制作工場

材料規格証明書または試験成績書

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

１階

（５）主要用途　　　　倉庫

（１）工事名称　　福平小学校プール新築その他本体工事

建築場所　　鹿児島市平川町８１９番地の３

深さＧＬ－０．８ｍ、支持層－長期許容支持力度　２９４．０ｋＮ／㎡

鉄筋コンクリート造（ＲＣ）

部位
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物品倉庫　構造設計標準仕様



屋根梁伏図　　１：１５０

基礎伏図　　１：１５０

Ｙ１・Ｙ２通軸組図　１：１５０ Ｘ１通軸組図　　１：１５０ Ｘ２通軸組図　　１：１５０

※特記なき壁符号は、W150とする。
※特記なき壁符号は、W150とする。 ※特記なき壁符号は、W150とする。 ※特記なき壁符号は、W150とする。

１０００

９００

５．５１

０．８５

４．６６

４

Ｆ１

ＧＩコラム－Ｓ工法

設計添加量（試験練り結果による）

ｋＮ／㎡

ｍｍ

ｍ

ｍ

ｍ

本

基礎符号

本数

改良長

空掘長

掘削長

コラム改良径

設計基準強度

※掘削長及び改良長は、トルク値の結果により変更する事がある。

※設計地耐力ｆｅ＝２９４．０ｋＮ／ｍ２（長期）

▼パラペット天端

▲ＲＳＬ（水下）

▼設計ＧＬ

▼基礎下端
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5-D10＠100 L=1500
（スラブ上端筋の下に配置する）
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５
－
Ｄ
１
３

５－Ｄ１３

Ｆ１

基礎リスト　　１：６０

▼設計ＧＬ

４５０ ４５０

９００

４
５

０
４

５
０９

０
０

５
０

０
３

０
０８

０
０

５
０

　幅止め筋はD10＠1000以下とする。
　D10～D16：SD295、D22：SD345とする。

腹　筋

ＳＴＰ

下端筋

上端筋

Ｂ×Ｄ

断　面

符　号

位　置 全断面 全断面 全断面

Ｇ２ ＦＧ１Ｇ１

壁リスト　１：４０
縦筋は平面配筋詳細図を優先する。

外部は厚20増しコンクリ－ト打ちとする。
内部は厚10増しコンクリ－ト打ちとする。

符号 開口補強要領

断面

壁厚

配筋タイプ

縦筋

横筋

縦筋

横筋

斜め筋 １－Ｄ１３＋１－Ｄ１０

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

Ｄ１０＠２００

シンク゛ル

１５０

Ｄ１０＠２００

開

口

補

強

１－Ｄ１３

Ｗ１５０

開　口

梁主筋

壁曲げ補強筋

▼設計ＧＬ

梁リスト　１：４０

Ｂ

Ｄ

１
０

０
５

０
６

０ １５０

４０ｄ

４
０

ｄ

８０
ｄ

１５０×４５０

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０＋１－Ｄ１３ ３－Ｄ１０

Ｄ１０＠２００

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

１５０×５１０ ２００×６００

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０

D10＠200

土間コンクリ－ト配筋図　　１：３０

ＣＳ１配筋図　　１：３０

D10＠200

土間コンクリートt=150

防湿ポリエチレンフィルムt=0.15敷込

敷砂t=30

再生クラッシャーランt=60、ロ－ラ－転圧

D10＠200

2-D13

D10＠200(D)

1-D13

倉庫

８００

１
５

０
６

０ ３
０

３
０

１
６

０

１
２

０

１
５

０

Ｄ１０Ｄ１３＠２００

Ｄ１０＠２００ Ｄ１０＠２５０

Ｄ１０＠２５０ ワイヤ－メッシュ

６φ－１５０×１５０

スラブリスト

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

位置厚さ符号

Ｓ２１
１５０

増打t=30

短辺方向 長辺方向 備　　考
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Ｙ１通架構配筋図　　１：５０

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３１－Ｄ１３ １－Ｄ１３
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Ｄ
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１
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Ｄ
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１
－
Ｄ
１
３

２－Ｄ１６ ２－Ｄ１６ ２－Ｄ１６

２－Ｄ１６２－Ｄ１６

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３１－Ｄ１０

（タテヨコシングル）

１－Ｄ１３

１
－
Ｄ
１
３

１
－
Ｄ
１
３

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

１－Ｄ１３１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３ １－Ｄ１３

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３１－Ｄ１３

Ｄ１０＠２００（タテヨコシングル）

Ｄ１０＠２００（タテヨコシングル）

Ｄ１０＠２００（タテヨコシングル）

Ｄ１０＠２００（タテヨコシングル）

Ｄ１０＠２００（タテヨコシングル）
１２－Ｄ１０

１２－Ｄ１０

１２－Ｄ１０１２－Ｄ１０

Ｄ１０＠２００（タテヨコシングル）

１－Ｄ１３

Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１６

Ｘ１通架構配筋図　　１：５０

ＦＧ１

Ｇ１

※

※

※

※

１２－Ｄ１０ １２－Ｄ１０

１５－Ｄ１０

※

※

※

※

壁平面配筋図　　１：５０

・特記無き壁は　W150を示す。

・W150→D10＠200（ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ）とする。

・外部は、厚20増しコンクリ－ト打ちとする。

　内部は、厚10増しコンクリ－ト打ちとする。

・巾止め筋は、D10-＠1000以下とする。

・開口部斜め補強筋は、1-D13＋1-D10（L=80d）とする。

・※印部は、直交壁内35d水平アンカ－する。

特記事項

ＳＴＰ２－Ｄ１０＠２００ ＳＴＰ２－Ｄ１０＠２００ ＳＴＰ２－Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０ ２－Ｄ１０ ２－Ｄ１０

ＳＴＰ２－Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０

▼パラペット天端

▼ＲＳＬ（水下）

▼設計ＧＬ

▲地中梁天端

▼基礎下端

▼パラペット天端

▼ＲＳＬ（水下）

▼設計ＧＬ

▼基礎下端

▲地中梁天端
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物品倉庫　Ｘ１・Ｙ１通架構配筋図、
　　　　　壁平面配筋図



大プール　配筋図　S=1/20

小プール　配筋図　S=1/20
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※詳細は、現地実測により検討すること。

改良コラム配置図　S=1/200

スラブ開口部補強要図　S=1/50

ＧＩコラム－Ｓ工法

設計添加量（試験練り結果による）

ｋＮ／㎡

ｍｍ

ｍ

ｍ

ｍ

本

1000

900

6.39

0.85

5.54

64

設計基準強度

コラム改良径

掘削長

空掘長

改良長

本数

※掘削長及び改良長は、トルク値の結果により変更する事がある。

※設計地耐力ｆｅ＝２９４．０ｋＮ／ｍ２（長期）
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